
編集後記
　RS ウイルス感染症，ノロウイルスによる胃腸炎，
次いでインフルエンザの流行と，多忙な小児の診療
が続いていることと思います．一方，小児科医に
とって冬の季語のようなロタウイルス下痢症は，ロ
タワクチンを受けている乳児の多い地域ではすっか
りその影を潜めています．Hib，肺炎球菌による細
菌性髄膜炎を代表とする侵襲性感染症，水痘なども
ワクチンの導入後明らかに激減し，小児の急性感染
症の疫学はダイナミックに変化をしています．
　予後不良の代表疾患であった先天性心疾患も，心
臓手術が可能となり，新生児～小児期の手術成績も
次第に向上し，「成人先天性疾患」という語も生まれ
てきました．その数は現在わが国では40万人以上と
されています．それ自体は大変良いことですが，そ
れに伴って生じてきた医学上の問題点，成長し大人
となった彼らに対する社会としての受け入れなど，
新たな課題も浮き彫りにされてきています．そこで
本誌では「成人先天性心疾患と小児科医」とのテー
マで特集を組み，成人になる先天性心疾患患児の動
向，管理体制と小児期の役割，再手術の適応と成績，
肺高血圧・チアノーゼのある場合の管理と予後，心
臓外の臓器に生ずる問題，妊娠・出産，精神的・心
理的問題のケアなどについて，それぞれの分野の専

門の先生方に，現状と課題についてまとめていただ
きました．小児科から成人科への移行と協力，内
科・循環器科などの単独科だけではなく横断的総合
的な取り組みの必要性が，それぞれで述べられてい
ますが，患児（者）により良い予後と QOL となる
よう，病気のスタートを診る小児科からさらに進め
ていく必要性が感じられます．本号では，さらに小
児がん経験者の晩期合併症，発達障害診断をめぐる
問題など，長い目で見た小児（というより「人」）の
疾患にかかわる総説，診療などが掲載されていま
す．小児のピロリ菌の除菌，児童虐待を疑ったとき
の画像検査，子どもの靴，インフルエンザをきっか
けに診断に至った MLD など，日常の診療に有用な
論文の寄稿も頂きました．目で見る小児科では新生
児全結腸型 Hirchsprung 病について，分かりやすい
画像とともに掲載されています．
　米国では大統領が変わり，社会が大きくうねり始
めていますが，医療・小児の健康に関する問題に関
しては，エビデンスを重視した科学的な判断をます
ます重視し，社会はそれに寛容であるべきである，
と考えるこの頃です．

（岡部　信彦）
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